
　
便
所
は
、
日
本
の
家
の
な
か
で
も
、
職
人
が
と
く
に
気
を
く
ば
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
じ
っ
さ

い
に
は
、
あ
ま
り
目
だ
た
な
い
。
お
そ
ら
く
、
人
の
目
に
と
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
で
あ

ろ
う
。
建
物
の
な
か
で
は
、
便
所
が
不
快
の
元
凶
と
さ
れ
、
と
く
に
公
共
の
建
物
で
は
、
な
お
さ

ら
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
上
流
階
層
の
家
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
都
市
の
豪
邸
に
あ
る

よ
う
な
、
不
快
さ
や
危
険
性
は
な
い
。
い
な
か
の
便
所
は
、
た
い
て
い
、
ち
い
さ
な
箱
の
よ
う
な

形
を
し
て
お
り
、
主
家
か
ら
は
な
れ
て
た
つ
。
そ
の
出
入
口
は
開
き
戸
で
あ
る
。
都
市
の
上
流
階

層
の
家
で
は
、
住
宅
の
す
み
に
あ
り
、
た
い
て
い
は
縁
側
の
は
し
に
あ
る
。
と
き
に
は
対
角
線
上

に
、
二
つ
つ
く
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
参
考
図
の
プ
ラ
ン
に
み
る
と
お
り
だ
。
妙
な
迷
信
が
た
く

さ
ん
あ
り
、こ
れ
に
よ
っ
て
便
所
の
位
置
を
き
め
る
わ
け
だ
が
、
お
そ
ら
く
中
国
の
フ
ウ
シ
ュ
イ

（
注
　
風
水
）
の
ま
ね
で
あ
ろ
う
。
便
所
は
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
は
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
木

製
か
磁
器
の
小
便
器
が
あ
る
。磁
器
の
も
の
を
ア
サ
ガ
オ
と
よ
ぶ
が
、
こ
れ
は
そ
の
形
が
朝
顔
の

花
に
似
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
ー
文
字
ど
お
り
の
意
味
は
「
朝
の
顔
」
で
あ
る(

図
一)

。
木
製
の

も
の
に
は
、
モ
ミ
の
枝
が
は
い
っ
て
い
る
こ
と
が
お
お
い
。
こ
れ
は
と
き
ど
き
補
充
さ
れ
る
。
お

く
に
は
い
る
と
、
床
に
長
方
形
の
穴
が
あ
い
て
い
る
。
上
流
階
層
の
家
所
、
は
、
こ
の
穴
に
取
手

の
つ
い
た
カ
バ
ー
を
か
ぶ
せ
る
。こ
の
穴
の
ま
わ
り
の
木
に
漆
を
ぬ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の

わ
ら

便
所
に
わ
ら
は
、
藁
の
ゾ
ウ
リ
や
、
木
の
ゲ
タ
を
お
く
。

　
便
所
の
内
部
は
一
般
的
に
簡
素
で
あ
る
が
、そ
の
な
か
に
大
理
石
の
家
具
が
お
か
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
内
部
に
く
ら
べ
て
、
便
所
へ
の
通
路
や
、
外
廻
り
に
は
、
工
夫
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
も
の

が
お
お
い
。
図
二
は
、
ふ
つ
う
の
便
所
の
よ
う
す
で
あ
る
。
図
三
は
、
日
光
の
ち
か
く
、
ハ
チ
イ

シ
の
旅
館
に
あ
る
便
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
図
の
手
前
に
、
板
張
り
の
縁
側
が
み
え
、
右
に
ま
が

る
と
、と
ち
ゅ
う
で
廊
下
の
幅
が
せ
ま
く
な
る
。そ
の
廊
下
は
自
然
の
ま
ま
も
ち
い
ら
れ
た
木
の

幹
で
ふ
ち
ど
り
さ
れ
て
い
る
。
左
の
ほ
う
に
ち
い
さ
な
戸
棚
の
一
部
が
み
え
る
。
天
井
は
、
板
を

あ
ん
だ
よ
う
な
仕
上
げ
で
あ
り
、
腰
は
竹
で
し
あ
げ
て
い
る
。
小
便
所
の
入
口
部
分
の
壁
は
、
ね

じ
れ
た
ブ
ド
ウ
の
木
で
ふ
ち
ど
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、ほ
か
の
自
然
木
を
つ
か
う
こ
と
も
あ

る
。
そ
の
お
く
に
開
き
戸
が
あ
る
が
、
開
き
戸
が
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
台
所
の
階
段
下
の
物
入
れ

と
、
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
な

こ
け
ら
ぶ

お
、
便
所
の
屋
根
は
柿
葺
き

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で

に
の
べ
た
。
外
壁
に
そ
っ
て

垣
根
が
あ
り
、
そ
の
ま
え
に

花
や
木
が
う
え
て
あ
る
。
こ

れ
が
上
流
階
層
の
典
型
的
な

便
所
の
姿
だ
。
水
桶
と
、
洗

面
器
を
お
く
四
本
足
の
箱
が

み
え
る
が
、
こ
れ
は
外
人
客

の
た
め
の
も
の
だ
ろ
う
。
こ

の
場
所
に
は
、
チ
ョ
ウ
ズ
バ

チ
が
お
か
れ
、
手
拭
い
が
つ

り
さ
げ
ら
れ
る
の
が
ふ
つ
う

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
日
本
の
農
村
の
旅
館

の
便
所
を
み
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
国

に
み
る
農
村
の
お
な
じ
道
具
を
お
も

い
お
こ
さ
せ
る
！

　
図
一
は
、
東
京
の
浅
草
に
あ
る
商

家
の
便
所
で
あ
る
。
色
の
こ
と
な
る

各
種
の
木
を
ち
り
ば
め
た
デ
ザ
イ
ン

の
戸
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
美
し
い
指

物
の
例
で
あ
る
。
内
部
は
、
仕
上
げ
も
う
つ
く
し
く
、
掃
除
も
ゆ
ぎ
と
ど
い
て
い
る
。

　
便
槽
は
、
半
分
ほ
ど
の
大
き
さ
の
油
壷
や
、
大
き
な
陶
製
の
容
器
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
を
地
面

に
う
め
こ
ん
で
い
る
の
で
、
外
か
ら
汲
み
と
る
の
に
ら
く
で
あ
る
。
数
日
お
き
に
、
こ
の
汲
み
と

り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
尿
尿
が
農
業
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
た
い
せ
つ
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
め

す
つ
ぎ
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
広
島
の
あ
る
安
ア
パ
ー
ト
で
は
、
ヘ
ヤ
に
三
人
す
め
ば
、
そ
の
う

ち
の
一
人
の
家
賃
は
、
三
人
の
排
泄
物
の
代
金
で
相
殺
さ
れ
る
と
い
う
。
お
な
じ
ヘ
ヤ
を
五
人
で

か
り
る
と
、
ヘ
ヤ
代
は
た
だ
に
な
る
。
シ
ニ
ョ
ウ
を
肥
料
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
の
農
民

に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
価
値
と
重
要
性
と
は
、
き
わ
め
て
お
お
き
い
の
だ
。
農
村
の
道
端
に
は
、
旅

行
者
が
用
を
た
せ
る
よ
う
に
、
カ
メ
や
タ
ル
が
う
め
て
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
判
断
を
く
だ
す
と
す
れ
ば
、こ
の
よ
う
な
も
の
を
尊
重
す
る
日
本
人
は
、

デ
リ
カ
シ
ー
に
欠
け
る
、と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。あ
え
て
正
確
に
い
え
ば
、あ
ま
り
に
も
お
お
っ

ぴ
ら
す
ぎ
る
の
だ
。
英
語
を
は
な
す
国
民
は
ま
っ
た
く
排
他
的
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
の
代
表
が
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
多
少
ま
じ
め
な
口
調
で
、
あ
た
ま
か
ら
日
本
人
を
バ
カ
に
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
人
は
、
た
い
せ
つ
な
肥
料
を
あ
つ
め
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
た
め

に
、
シ
ニ
ョ
ウ
に
た
い
す
る
感
情
も
、
に
ぶ
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
じ
っ
さ
い
、
こ
れ

を
か
く
そ
う
と
し
て
も
、
ム
リ
で
あ
る
。
東
京
な
ど
の
大
都
市
か
ら
、
郊
外
の
田
畑
ま
で
、
ま
る

い
オ
ケ
に
シ
ニ
ョ
ウ
を
い
れ
て
は
こ
ん
で
ゆ
く
の
だ
か
ら
。
も
の
わ
か
り
の
い
い
人
が
こ
の
よ
う

な
光
景
を
目
撃
す
れ
ば
、
日
本
人
の
汚
物
処
理
は
ま
っ
た
く
無
駄
が
な
い
、
と
い
う
だ
ろ
う
。
そ

し
て
も
う
ひ
と
つ
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
人
を
な
や
ま
す
病
気
が
、
こ
こ
で
は
み
ら
れ

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
が
い
く
ら
汚
物
処
理
に
努
力
し
て
み
て
も
、
き
た
な

い
地
下
室
や
地
下
の
下
水
管
で
、
病
原
菌
の
い
っ
ば
い
の
入
江
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
な
り
、
あ

ま
り
効
果
が
あ
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
日
本
に
は
、こ
う
い
っ
た
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ド
モ
ン
ド S

・
モ
リ
ス
　「
日
本
の
住
ま
い･

内
と
外
」　
鹿
島
出
版
会
　

エ
ド
モ
ン
ド S

・
モ
リ
ス

　
明
治10

年
来
日
し
、大
森
貝
塚
を
発
見
、
初
代
東
京
帝
国
大
学
動
物
学
教
授
。

有
名
な
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日
」
を
著
し
、
日
本
の
住
宅
の
人
類
学
的
研
究
の

著
書
「
日
本
の
住
ま
い
・
内
と
外
」
で
江
戸
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
住
宅
・

生
活
環
境
の
貴
重
な
記
録
を
残
す
。

2005年　トイレット用うんちくカレンダー第６巻　    小川義博　作

厠うんちくカレンダー



日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

１月2005年

古代の厠

　厠の暦は古く糞石があるところすなわち古代の厠といえる。建造
物としての厠はギリシアは無論、エジプト文明をもはるかさかのぼる
紀元前3000年、今から5000年前のシュメール王朝がメソポタミヤの
ウル、ウルクなどに残した遺跡が最古であるといわれている。日干し
煉瓦、防水用の焼いた煉瓦などが使われていた。　また、テル・アス
マルではアスファルトで煉瓦を固めた腰掛け便器がつくられ、焼きも
のの配水管で排泄物は下水道としてディヤラ川に流されていた。一般
住宅用の水洗腰掛け便器として世界最古になると考えられている。ま
た、近くではバーレン島には天水の利用を意図した水洗便所が作られ
ていた。
　エジプトにおいては、ナイル川の存在にもかかわらず水に不便し、
水を大切にしただけ水洗式便所ではなく溜め式便所であったり、戸
外、街路等で済ませていた。年一回の氾濫で便所も氾濫し農地を肥沃

方には時が経ると水洗便所がみられるようになった。
　ギリシア・クレタ島では他の地中海地域と同じく水洗式で座席の下
に溝を作り水を流すもので、宮殿のものには給湯設備のある、ものも
見られる。紀元前4世紀ころには大理石を使用した共同便所もみらる
ようになった。
　紀元前4-8世紀のローマには上下水道が完備し大規模な公衆便所が
ポンペイをはじめ多くの都市につくられた。またガストラというつぼ
を道端に置いた簡易便所が発達したがこれは尿から石鹸の材料を取る
ための目的から生まれたことが注意される。

古代の厠の跡

ウルウルウルウルウル

石をくりぬいた便器

サマーワサマーワサマーワサマーワサマーワ

シュメール王朝時代の都市

にする助けにもなったようである。ま
た、戸外にはカブト虫に似た糞を好ん
で食べる黄金虫がおり、スカラべ(ス
カラブ・ザクレまたはサカラブ）とい
われている。スカラベは糞の中に卵を
産み、丸めて運んでいき、糞の中から
新しい生命を生み出すので幸福のシン
ボルとされ、魔よけと幸福のものと信
じられ指輪、腕輪、ネックレスなどに
飾りとして使われており、更に、王を
よみがえらせ、復活させるという願い
からツタンカーメンの墓の壁画にも使
用されている。地中海に面した海外地

ウンチク資料
泰西中国トイレット文化考　　　　　雪華社
古代地中海世界の歴史　放送大学教育振興会

古代の公衆便所

厠うんちくカレンダーVOL. 6  NO.1



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

2005年 ２ 月

おまる、尿瓶、ナイトポット
　 古代の水洗式は例外的存在として、排泄は現在の便所のような場、
空間でなされるより器具、家具と位置づけられる便器を使用してなさ
れてきた。チャンバーポット、ナイトポット、尿瓶、溲瓶、樋箱(引
き出しまでついた)、溲壺、虎子、夜壷等、多くの呼び方があるよう
に,日本はもちろん韓国、中国、インド、ネパール、ヨーロッパ　広
い地域で古くから使用されてきた。日本では渋紙に漆を塗り、皮で包

ししと

んだ尿筒が古く信貴山縁起絵巻に描かれている。中国には後漢時代の
虎子から最近まで使用されてきた馬桶(ﾏｰﾄﾞﾝ）、韓国には嫁入り道具
として欠かせないヨガン、日本は漆塗り、柿渋塗りの樋箱、青磁の溲

瓶、そして一見、食器かと見まちが
うチャンバーポット等男女用を問わ
ず用いられてきた。

　それぞれのものがその
時代の工芸品として十分
位置づけられるものも少
なくない。

中国の粉彩仕女圖溲壺
(女性用尿瓶）

硬紅陶灰釉虎子（中国後漢時代）

　　中国の馬桶中国の馬桶中国の馬桶中国の馬桶中国の馬桶(ﾏｰﾄﾞﾝ(ﾏｰﾄﾞﾝ(ﾏｰﾄﾞﾝ(ﾏｰﾄﾞﾝ(ﾏｰﾄﾞﾝ）））））
　竹のサラサで洗い干す　竹のサラサで洗い干す　竹のサラサで洗い干す　竹のサラサで洗い干す　竹のサラサで洗い干す

明治時代　 益子焼

木製漆塗りのおまる

最近まで嫁入り道具
　　韓国のヨガン

洗面用器と対になったチャンバーポット
　

　女性用のチャンバーポット
ウンチク資料
糞尿と生活文化　21世紀のスカトロジー　泰流社
世界のトイレグラフティー　　　 オーム社雑誌局
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

2005年 ３ 月

フール(豚便所）
　便所と豚小屋を兼用し、排泄物を豚の餌することが沖縄で戦前まで
なされていた。しっかりした石組みでつくられた構築物であり、その
一部は重要文化財に指定されているほどのものである。人の排泄物は
５０％近くが未消化部分であり、有効な飼料になっていたのである。
この処理方法は養豚と排泄物処理をセットにし最終的に豚の排泄物を
有機肥料とする、こんにちの世界的課題であるゼロエミッション（地
球環境への負荷を限りなく少なくする）にあたる理想的方法であっ
た。しかし衛生面からは有鈎条虫(サナダムシ)に代表される寄生虫の
豚と人間の間での循環という恐ろしい問題が存在、戦後、米軍の進駐
と共に禁止された。
　豚便所は沖縄に1392年福建省からビン人が帰化したときに豚を持

ち込んだときからと
考えられている。中
国の豚便所の歴史は

漢代の墓から豚便所の土
偶が発見されており、豕
という文字が家という字
の中にみられることなど
からかなり古くから存在
していたことが考えられ
ている。
　フールは中国、韓国、
フィリピン、ブータン等、
アジア各地に見られる。
また、豚だけでなく、一部
地域では牛、鶏、魚などの
飼育に厠を利用している
ことがみらる。

重要文化財の沖縄県中村家の豚便所 石組も堅牢に組まれた豚便所

三連　豚便所の図面

トウシ（排泄場所）の
スケッチ

トウシトウシトウシトウシトウシ

豚舎

実際に豚が飼われたころの写真

中国豚便所（土偶）の絵

主人用
雇人用

メコンデルタ　ベトナムの魚飼育の便所

フィリピン・ルソン島の豚便所
角に屈んで排泄

厠うんちくカレンダーVOL. 6  NO.3

ウンチク資料
日本トイレ博物誌　　　　　　　INAX出版
沖縄トイレ世替わり　　　　　　ボーダーインク
トイレのおかげ 　福音館



日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

2005年 ４ 月

無重力の厠

　宇宙での排泄は無重力のため地上のような設備では船内中に排泄物
が浮遊してしまう。尿は表面張力で細かい水玉になり綺麗な？光景に
なるという。はじめはビニール袋、オムツを使用していたがトイレ設
備も開発されて快適な排泄が可能になってきている。
　無重力で一番重要なことは身体を固定することである。うっかりす
ると排泄の作用･反作用の力で体に運動が生じるか（？）

手すりをつかみ、
体を固定する。尿
はシャワーホー
ス状の管に流し
込む。

SpaceSpaceSpaceSpaceSpace　　　　　ShattleShattleShattleShattleShattle のトイレの機能図のトイレの機能図のトイレの機能図のトイレの機能図のトイレの機能図

排泄物 便座

　　空気吸引

フィルター

真空ポンプ

空気排出

空気吸引

大便大便

別タイプの宇宙トイレ別タイプの宇宙トイレ別タイプの宇宙トイレ別タイプの宇宙トイレ別タイプの宇宙トイレ

便座便座便座便座便座

尿注入管尿注入管尿注入管尿注入管尿注入管

モーターモーターモーターモーターモーター
排泄物は回転しているド
ラムの遠心力で壁面に付
着、真空乾燥され、凝縮、
地上に帰還するまで蓄積
される。宇宙食生活は必
然的にその量を自ずと減
らしているはずである。

付着した大便

厠うんちくカレンダーVOL. 6  NO.4

ウンチク資料ウンチク資料ウンチク資料ウンチク資料ウンチク資料
//www.toto.co.jp/kids/library/08.htm
世界のトイレ街道を行く　　　　TOTO出版



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2005年 ５ 月

パリ 厠まんだら

ウンチク資料
PARIS　W.C.　　　　アシェット婦人画報社
世界のトイレ街道を行く　　　　TOTO出版

厠うんちくカレンダーVOL. 6  NO.5

　１８世紀にはチャンバーポットから捨
てられる汚物等で腐った空気の満ちる町
といわれたパリ。こんにちのパリは花の
都パリを謳うための努力をし、その結果、
市民も厠のおしゃれを楽しんでいる。
　パリを訪れた人は一度ならずと靴底か
ら柔らかな感触を経験されたことであろ
う。パリはペットのDroppingに悩まされ
ている。そのためDropping吸引機を搭載
したオートバイを巡回させている。台数
が少ないらしく市民でもその存在を知る
ことが少ないらしい。
   チャンバーポット全盛期の建造物も
残るパリ、古い石造り建物で快適な厠を
楽しもうとするのは至難の業、配水管を
水洗式に耐えうる太さにすることの難し

さがある。細い配水管で対応
するために、排泄物を細かく

ミンチし、強い圧
力で強制排水する
装置を高層階で準
備しなければなら
ない。

吸引口吸引口吸引口吸引口吸引口

パイプパイプパイプパイプパイプ

パ
イ
プ
操
作
桿

パ
イ
プ
操
作
桿

パ
イ
プ
操
作
桿

パ
イ
プ
操
作
桿

パ
イ
プ
操
作
桿

パリの有料トイレ　　　   　その内部 ＰＲ企画マンのｴｽﾃﾃｨｸ風厠 ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄの秘密の部屋という厠

スイッチを押すと便器裏
に付けられたモーターが
作動しカッターとポンプ
が働き細い配水管に強制
的に粉砕された排泄物と
洗浄水が圧送される。

  日本にも地下
室用にポンプと
糞砕カッターを
内蔵し、高さ４

ｍまで強制
的に圧送排
水する圧送
トイレとい
う商品があ
る。

電動のカッターとポンプ電動のカッターとポンプ電動のカッターとポンプ電動のカッターとポンプ電動のカッターとポンプ

スイッチスイッチスイッチスイッチスイッチ

ペットDropping
　 吸引バイク

左建物屋根裏部屋のトイレ左建物屋根裏部屋のトイレ左建物屋根裏部屋のトイレ左建物屋根裏部屋のトイレ左建物屋根裏部屋のトイレ



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

2005年 ６ 月

トイレ博物館

ウンチク資料
博物館だより　第19号　世界タイル博物館
太陽　特集コレクター　19 9 8 . 8　平凡社
http://www.na.rim.or.jp/~mizukam/index.htm

　知多半島、中部国際空港への渡橋口の常滑市にトイレ博物館があ
る。日本六古窯の1つである常滑焼の地である。朱泥急須が有名であ
る。海に面し地の利を生かし海上輸送に適した大きな甕、土管、薬瓶、
衛生陶器などが古くから作られてきたこの地ならではの知る人ぞ知る
博物館である。
　この博物館はINAXの「世界のタイル博物館」に隣接する「窯のあ
る広場･資料館」の常設展示コーナーをいう。展示品は生け花古流の
千羽理應氏のコレクションである。大小の染付け古便器はもちろん、

　タイル博物館には
日本、中国、スペイ
ン、英国などの美し
く歴史を感じるタイ
ルが展示されてい
る。

常滑焼の風景

名
称
　
土
管
坂

土
管
、
薬
瓶
で
築
か
れ
た
坂
道

窯
の
煙
突
が
空
に
映
え
る

上　溲瓶の展示ケース
　　他に西洋のも展示

左　染付け向高小便器
　　の展示

下　小便器と厠下駄

厠うんちくカレンダーVOL. 6  NO.6

厠下駄、尿瓶などが
展示されたガラス
ケースは圧巻であ
る。



日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

2005年 ７ 月
ウンチク資料
スカラベの見たもの　　　　TOTO出版
ヨーロッパ・トイレ博物誌　INAX出版
日本トイレ博物誌　　　　　INAX出版　
トイレは笑う　　　　　　　　TOTO出版　　
　　

厠うんちくカレンダーVOL. 6  NO.7

Bidet
　Bidetは18世紀初めにフランスで開発された。フランス人は風呂で
なく主にシャワーで身体の清潔を保っていた。この時代、シャワーで
あっても今日のように毎日はもちろん週に１回のシャワー浴もなされ
ていなかった。清潔好きな英国エリザベス女王ですら月に１回の入浴
であった時代である。更に、壁に据え付けられたシャワーではお尻周
辺は洗い難い。このような生活環境の中からBidetは男女共に排泄後
に使用する家具として生まれた。回教圏を主とする中近東、アジアで
排泄後、器の水で清拭を行う古くからなされてきた方法の影響も考え
られるか。当初はお尻を洗う桶に過ぎなかった物が華やかに彩られ、
装われステータスシンボルとなり、手押しポンプでスプレーができる
ようになっても排水設備はなくあくまで家具であった。その後、上下
水道設備が発達するにつれて噴水と排水設備を持つ衛生設備となっ
た。
　Bidetは欧州で野戦用の金属製の「将校用携帯Bidet」が作られた
ごとく男女の別なく清潔という観点で使用されていた。しかし、日本
に限らず米国でも更に欧州ですら性行為と結び付けられてお尻の洗浄
でなく、性器の洗浄を連想させ、最近にいたるまで普及することがな
かった。海外旅行の珍しき頃、Bidetの使用目的に反し、洗濯、更に
果物、WINEを冷やすのに重宝したという豪傑も存在した。

1903年オーストリアのBidet

　日本でBidetに対するイメージを根本的に変えるきっかけとなった
のは一つの広告コピーであった。「おしりだって洗ってほしい」という
コピー。このコピーがお尻への差別を無くしたといわれている。この
コピーは「おしりだって(顔や手と同じように）洗ってほしい」という
メッセージを伝えてお尻を性器でなく顔や手と同じ立場であるという
ことに気付かせたものである。この広告コピーの一文が日本において
排泄後の清潔行為を革命的に変化させることとなった。

1925年噴水装置付Bidet

1880年頃チェコスロバキア

1870年オーストリアのBidet

給水、給湯、排水機能を持ってからのBidet

左　1933年建築の旧
朝香宮邸（現東京都
庭園美術館）２Fの貴
殿下用浴室のBidet。
下　長男、次男用
　　浴室のBidet　
　昭和初期、日本で
も上流階級ではビデ
が日常に使用されて
いた。



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

2005年 ８ 月

染付け古便器

ウンチク資料
博物館だより　第19号　世界タイル博物館
太陽　特集コレクター　 1998.8　  平凡社
日本トイレ博物誌　　　　　　  　INAX出版
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奈良市藤岡家の
          木製小便器

朝顔型小便器

向高小便器

江戸時代
     柿渋塗りの樋筥

　厠の語源のように川側に川屋を作り屎尿を川に流してたのが室内で排泄
はこ

し屎尿を一時的に溜める筥が生まれた。その筥が持ち運びできる木製箱型
便器の樋筥になり、それが地下に埋められ肥甕に板を置いた便所という場
にになり、板(床板）の腐食を防ぐ枠組みから士族、富豪層の住居に便器
(木製）が生まれた。明治の初めころから木製便器に変わり陶器製の便器が
登場した生産地としては瀬戸、信楽、常滑、赤坂(福岡)が主だった窯であっ
た。便器の種類は角型大便器（げばこ）、朝顔型小便器（じょうご）、置便
の３種類であった。明治24年の濃尾大地震後の復興需要で通常の焼物を焼
く窯で焼かれた本業便器とよばれるものが大量に作られた。これらは粘土
単味で作られ化粧槌で表面を白くし呉須で花鳥文が手書きされ、その豊か

な装飾で明治末期まで多くつくられた。しかし、陶器で
あるため、吸水性が高く、釉面の貫入が多く汚水の染込
みなどが生じやすく衛生上難が多かった。　巨大な磁器
の窯で焼く便器が便器需要の増加にあわせて作られるよ
うになり丸窯便器といわれた。

海波鶴文小判型
　　　　大便器

草花染付け
    小判型大便器

草花染付け
         角型大便器



日 月 火 水 木 金 土

1 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

2005年 ９ 月
ウンチク資料
ヨーロッパ・トイレ博物館　INAX出版
オーストリア美術財宝切手シリーズ馬車

厠うんちくカレンダーVOL. 6  NO.9

馬車内の厠
　オーストリア･ウィーン
の郊外にハプスブルグ王
朝の夏の宮殿シェーンブ
ルク宮がある。この宮殿
の敷地の中にワ－ゲンブ
ルグ博物館という馬車だ
けを展示した博物館があ
る。その中にトイレを
持った馬車がある。ハプ
スブルグ家馬車の30% は
トイレ付の馬車だといわ
れている。

左　シェーンブルク宮殿外観

ハプスブルグ家女性旅行用の馬車。２人用で1825 年に作られ1918 年まで使用された。　ロバ２頭で引いたという。
車輪を外された状態で展示されており、○の位置に車軸が付けられる。

下　馬車の内部。座席の下に便器が用意
されており下車することなく乗車を続け
られる。周囲の豪華な内装から当時の生
活が偲ばれる。

当時の豪華な馬車を描く
オーストリアの切手
1972年発行

上　戴冠式用馬車

左　皇帝用馬車



日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

2005年 １０ 月

パノラマ厠

　第２次トイレブームがパノラマトイレの増加である。15年前、女
性用トイレのリニューアルにより集客効果を上げた第１次トイレブー
ムに次いでのブームである。今回のブームは再開発によって建築され
た高層商業施設の集客競争がもたらしたものである。JR札幌駅のJR
タワービルの最上階北東の角部屋にある男性用トイレは270度の眺望
を楽しめる。おかげでかなりの集客効果を上げているという。この他
に大阪のホテル日航ベイサイドホテルの32階スカイレストランの男
性トイレからは明石大橋までを眺められるという。東京では港区スト
リングスホテル、新宿小田急ホテルセンチュリーサザンタワーなどで

厠うんちくカレンダーVOL. 6  NO.10

ウンチク資料
日本経済新聞　2003.11.22
http://www.jr-tower.com/t38/
index.html

パノラマトイレを楽しめる。特に
小田急ホテルでは女性用トイレも
眺望を楽しめるという。
　このパノラマトイレブームの前に建てられた高層庁舎の都庁男性用
トイレからは冬の晴れた日には遠く富士を眺められる。また他の高層
のオフィスビルでもストレス解消、生産性向上を意図し眺望をトイレ
に取り入れだしている。新橋に完成した松下電工本社ビルは5-24階の
男性トイレはすべて窓際に配置されている。今後は女性トイレの眺望
とプライバシーをどう調和させるか課題が残る。

明石大橋、富士山を眺めつつ

札幌駅前のJRタワーから夜景を眺めつつ

多目的トイレ



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

2005年 １１ 月

曲屋・合掌造りの厠
　最近まで残る民家の厠は家族構成、気象条件などで多少異なる点は
あるが基本的には地中に大きな木製の便槽を埋め、その上に板を渡し
ただけの簡単な構造である。肥料として屎尿を汲みだしやすくするた
めの構造であり、安全に姿勢を保つための縄などが用意されても、夜
間の使用の不便さ、清潔の保持、換気の困難さが偲ばれる。

岐阜県白川村旧遠山家住宅
ヘンチャと呼ばれる間口
３間２室の便所。周りを
漆喰たたきで囲まれた直
径2.1m、深さ1.5ｍの便
槽が20人～40人の大家
族の生活を支えた。渡さ
れた板の上の箱は糞べら
入れである

岩手県紫波郡伝法寺星川家住宅

ヘンチャヘンチャヘンチャヘンチャヘンチャ

ヘンチャ内部ヘンチャ内部ヘンチャ内部ヘンチャ内部ヘンチャ内部

糞べら箱糞べら箱糞べら箱糞べら箱糞べら箱

肥え桶肥え桶肥え桶肥え桶肥え桶

　江戸時代後半の民家　当時大切な馬(南部馬）を見守れるように家
族の住む棟と棟続きに直角に馬屋がつくられ曲屋と呼ばれる。厠は別

　棟にあり直径1mの木製便槽が２つ地面に埋
められている。その上に渡された板間の溝を跨
いでしゃがんで行った。天井からは安全を考慮
した縄が下りている。

馬屋馬屋馬屋馬屋馬屋

厠厠厠厠厠

天井から下ろさ天井から下ろさ天井から下ろさ天井から下ろさ天井から下ろさ
れたつかまり縄れたつかまり縄れたつかまり縄れたつかまり縄れたつかまり縄

＊

＊

ウンチク資料
岩手県北上市 みちのく民俗村
日本トイレ博物誌　　　INAX出版
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日 月 火 水 木 金 土

1 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
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2005年 １２ 月

厠・うんちく資料
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